
 

2024 年 6 月 3 日 

 

各位 

 

上場会社名 東邦亜鉛株式会社 

代表者 代表取締役社長   伊藤 正人 

（コード番号 5707） 

問合せ先責任者 経理部長      藤原 圭吾 

（TEL 03-6212-1711） 

 

（訂正・数値データ訂正） 
「2024 年 3 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」及び「2023 年度決算 IR 資料」 

の一部訂正について 

 
2024 年 5 月 13 日に発表いたしました「2024 年 3 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」及び「2023 年度決

算 IR 資料」の一部に訂正すべき事項がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、数値データ（XBRL データ）にも訂正がありましたので、訂正後の数値データも提出いたします。 

 

記 

 

1. 訂正の理由 

「2024 年 3 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」及び「2023 年度決算 IR 資料」の発表後、繰延ヘッジ

損益の計上及び外貨建金銭債権債務の期末における為替換算にかかる会計処理並びに一部の記載内容に

誤りがあることが判明したため、関連する箇所の訂正を行うものであります。 

 

2. 訂正の内容 

 訂正箇所が多岐に及ぶことから、訂正後の全文を添付し、訂正箇所には下線を付しております。 

 

以上 

 



2024年３月期 決算短信〔日本基準〕(連結)
2024年５月13日

上 場 会 社 名 東邦亜鉛株式会社 上場取引所 東
コ ー ド 番 号 5707 URL https://www.toho-zinc.co.jp/
代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名)伊藤正人
問合せ先責任者 (役職名) 経理部長 (氏名)藤原圭吾 (TEL)03-6212-1716
定時株主総会開催予定日 2024年６月27日 配当支払開始予定日 ―
有価証券報告書提出予定日 2024年６月27日
決算補足説明資料作成の有無 ： 有

決算説明会開催の有無 ： 有 （機関投資家、証券アナリスト向け ）

(百万円未満切捨て)
１．2024年３月期の連結業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 130,803 △10.3 △690 － △10,727 － △46,452 －

2023年３月期 145,764 17.3 4,049 △61.5 3,137 △66.5 794 △90.0
(注) 包括利益 2024年３月期 △46,790百万円( －％) 2023年３月期 5,573百万円( 7.6％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年３月期 △3,421.32 － △174.6 △8.5 △0.5

2023年３月期 58.52 － 1.6 2.2 2.8
(参考) 持分法投資損益 2024年３月期 △9,724百万円 2023年３月期 △304百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 108,436 2,705 2.5 199.29

2023年３月期 142,999 50,519 35.3 3,720.70
(参考) 自己資本 2024年３月期 2,705百万円 2023年３月期 50,519百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2024年３月期 3,749 △7,612 7,694 13,409

2023年３月期 11,009 △8,128 △1,373 9,536

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年３月期 － 0.00 － 75.00 75.00 1,018 128.2 2.1

2024年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2025年３月期(予想) － 0.00 － 0.00 0.00 －

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）
当社は、2024年３月期の連結業績を踏まえ、事業再生計画の策定を開始しました。2025年３月期の連結業績予想に

つきましては、本計画がまとまり次第あわせて公表いたします。なお、詳細については、添付資料Ｐ．６「１．経営
成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

新規 －社 (社名)－ 、除外 －社 (社名)－

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期 13,585,521株 2023年３月期 13,585,521株

② 期末自己株式数 2024年３月期 7,750株 2023年３月期 7,620株

③ 期中平均株式数 2024年３月期 13,577,488株 2023年３月期 13,577,986株

(参考) 個別業績の概要
１．2024年３月期の個別業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 123,893 △10.6 1,558 △59.6 1,263 △63.1 △45,276 －

2023年３月期 138,654 19.2 3,857 △54.2 3,422 △57.7 1,690 △74.6

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期 △3,334.65 －

2023年３月期 124.52 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 97,650 △240 △0.2 △17.70

2023年３月期 126,125 47,195 37.4 3,475.91

(参考) 自己資本 2024年３月期 △240百万円 2023年３月期 47,195百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料Ｐ．６「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）
当社は、2024年５月13日（月）に機関投資家、証券アナリスト向け説明会をオンラインで開催する予定です。こ

の説明会で使用する資料につきましては、決算発表と同時にTDnet及び当社ホームページで開示しております。
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１．経営成績等の概況

(1) 当期の経営成績の概況

当連結会計年度の連結業績は以下のとおり、売上高は減収、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期

純利益ともに減益となりました。

（単位：百万円）

2023年３月期 2024年３月期 増減（増減率％）

売上高 145,764 130,803 △14,960 (△10)

営業利益又は営業損失（△） 4,049 △690 △4,739 (－)

経常利益又は経常損失（△） 3,137 △10,727 △13,865 (－)

親会社株主に帰属する当期純利益
又は親会社株主に帰属する当期純

損失（△）
794 △46,452 △47,247 (－)

《経営環境》

当連結会計年度における世界の経済動向につき、米国経済は金融引き締めのなかで底堅い雇用と所得環境により

堅調に推移しましたが、日本経済は物価高・海外経済減速や円安傾向により景気回復に一服感が見られ、欧州経済

は金融引き締め政策、また、中国経済は賃金上昇による輸出競争力の低下や不動産市場の低迷が影響するなど、世

界経済は減速傾向にあり、ウクライナ情勢やイスラエル・ハマス紛争による中東情勢など国際情勢が不安定化し、

エネルギー価格高騰懸念など、今後の経済見通しに不確実性が高まる状況となりました。

当社グループを取り巻く事業環境につきましては、当社の主力製品である亜鉛と鉛の金属相場は、世界経済の減

速感を反映し、年度末に向けて下落傾向が続きました。

一方、為替相場は、日銀による異次元緩和の修正があったものの、米国の金融引き締め政策に基づく金利引き上

げにより年度末に向けて大幅な円安傾向となりました。

販売面では、主力製品の亜鉛は、自動車業界や家電業界向けの亜鉛めっき鋼板需要の伸び悩みの影響を受けて減

販、また、鉛も一部自動車メーカーの品質問題による生産台数減少の影響と、東邦契島製錬株式会社の生産量減少

により減販となりました。

《売上高》

当社グループにおける当連結会計年度の業績は、製錬事業における亜鉛の相場安や亜鉛、銀製品の減販もあり、

売上高は1,308億3百万円と前期比149億60百万円（10％）の減収となりました。

《利益》

損益面では、製錬事業は、亜鉛が相場安によるフリーメタル収入減など、鉛・銀も生産減やリサイクル原料の調

達価格高などから、前期比9億円の減益となりました。環境・リサイクル事業は、亜鉛の相場安などもあり前期比9

億円の減益となりました。また、資源事業は、豪州ラスプ鉱山が粗鉱品位の低下などもあり、前期比26億円の減益

になったことに加え、当期より本格的に操業を開始した豪州アブラ鉱山も、立上げ初期段階の不安定な操業による

赤字計上と、同鉱山を操業する持分法適用関連会社であるAbra Mining Pty Limited（以下、Abra）株式の減損を含

んだ持分法による投資損失97億円を計上したこともあり、前期比115億円の減益となりました。

その結果、営業損失は6億90百万円と前期比47億39百万円、経常損失は107億27百万円と前期比138億65百万円の減

益となりました。さらに、2024年でのラスプ鉱山の閉山を決定した影響で同鉱山の減損損失218億円を計上したこ

と、中国関係会社の売却による関連損失40億円を計上したこと、加えて、Abraに対する貸付金及び原料前渡金につ

いて貸倒引当金並びに同社債務について債務保証損失引当金をあわせて87億円を計上したことにより、親会社株主

に帰属する当期純損失は464億52百万円と前期比472億47百万円の大幅な減益となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります（以下、各セグメントの売上高には、セグメント間売上高を含みま

す）。なお、セグメント利益又は損失について、従来は連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりましたが、

当連結会計年度より経常利益と調整を行うこととしました。

また、前連結会計年度のセグメント情報については、経常利益と調整を行ったセグメント利益により作成したも

のを記載しております。
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① 製錬事業部門

（単位：百万円）

2023年３月期 2024年３月期 増減（増減率％）

売上高 123,488 106,652 △16,835 (△14)

経常利益 2,904 1,963 △941 (△32)

《亜鉛》

亜鉛は自動車減産等の影響を受け前期比減販となったほか、相場下落の影響が大きく、売上高は前期比21％の

減収となりました。

《鉛》

鉛も自動車減産等の影響を受け前期比減販となりましたが、円安の影響で国内販売価格が上昇したこともあり、

売上高は前期比7％の増収となりました。

《銀》

銀は円安による国内販売価格の上昇もありましたが、減販の影響が大きく、売上高は前期比10％の減収となり

ました。

以上のほか、金や硫酸などその他の製品を合わせた当事業部門の業績は、亜鉛の減販と相場下落の影響が大き

く、売上高は1,066億52百万円と前期比168億35百万円（14％）の減収となりました。損益面については、亜鉛は

相場安によるフリーメタル収入減等、鉛・銀は生産減やリサイクル原料の調達価格高もあり、経常利益は19億63

百万円と前期比9億41百万円（32％）の減益となりました。

なお、金属相場（平均）及び為替相場（平均）の推移は下表のとおりであります（米ドル／豪ドルの通期は１

月－12月に対応します）。

区 分

亜鉛 鉛 銀 為替レート

LME相場 国内価格 LME相場 国内価格 ロンドン
相 場 国内価格 円/米ドル 米ドル/

豪ドル

$/t \/t $/t \/t $/toz \/kg \/$ US$/A$

2022年度

第１四半期 3,925 563,900 2,203 348,233 22.6 96,007 129.57 0.7230

第２四半期 3,269 504,533 1,976 335,067 19.2 86,870 138.37 0.7150

第３四半期 3,004 477,867 2,100 357,867 21.2 98,067 141.59 0.6832

第４四半期 3,130 468,967 2,141 345,100 22.6 97,617 132.34 0.6566

(通期平均) 3,332 503,817 2,105 346,567 21.4 94,640 135.47 0.6945

2023年度

第１四半期 2,540 405,400 2,118 356,033 24.2 108,390 137.37 0.6850

第２四半期 2,429 410,000 2,170 380,700 23.6 111,750 144.62 0.6681

第３四半期 2,498 430,167 2,119 381,867 23.2 112,560 147.89 0.6547

第４四半期 2,449 426,033 2,076 375,667 23.4 113,383 148.61 0.6512

(通期平均) 2,479 417,900 2,121 373,567 23.6 111,521 144.62 0.6648

② 環境・リサイクル事業部門

（単位：百万円）

2023年３月期 2024年３月期 増減（増減率％）

売上高 5,937 5,336 △601 (△10)

経常利益 1,470 617 △853 (△58)

自動車のタイヤ製造に用いられる主力製品の酸化亜鉛は、新車用タイヤの需要は堅調な一方で、市販用タイヤ、

トラック・バス用タイヤの販売が低迷、在庫過剰によるタイヤメーカーでの生産調整などもあり、前期比6％の減
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販となりました。また、亜鉛の相場安よる販売価格の下落により、当事業部門の売上高は53億36百万円と前期比6

億1百万円（10％）の減収となりました。

損益面については、電力価格や諸資材価格の高止まりに加え、原料中の亜鉛品位低下による生産量の減少によ

り、経常利益は6億17百万円と前期比8億53百万円（58％）の減益となりました。

③ 資源事業部門

（単位：百万円）

2023年３月期 2024年３月期 増減（増減率％）

売上高 10,530 11,346 816 (8)

経常損失（△） △1,608 △13,182 △11,574 (－)

豪州CBH Resources Limited（以下、ＣＢＨ社）が保有するラスプ鉱山については、高品位鉱体の端境期を経た

2022年末以降、品位改善による業績向上を計画しておりましたが、採掘安全管理面の問題による採掘計画の変更

や採掘許認可プロセスの複雑化により、高品位鉱体の採掘開始が後倒しとなったこともあり、粗鉱処理量減と粗

鉱品位の低下により精鉱生産量及び精鉱出荷量は前期比減少となりました。加えて、現主力の中品位鉱体は今後

３年間で終掘する一方、次期主力となる深部鉱体の開発には多額の投資を要し操業コストも上昇することから、

同鉱体開発を前提とするラスプ鉱山の中長期操業継続は十分な事業性が見込めないとの結論に至り、同鉱山の

2024年での閉山を2023年11月に決定し、当期に固定資産の大宗について減損損失（特別損失）を計上しました。

ＣＢＨ社を通じて当社が40％を出資する持分法適用関連会社のAbraが操業するアブラ鉱山については、2023年

１月より本格的に操業を開始しましたが、2023年３月の大雨の影響や立上げ初期段階の要因による不安定な操業、

熟練オペレータ―不足等により当初計画を大きく下回りました。12月には必要な熟練オペレータ―を確保し徐々

に改善が見られていたものの、2023年度は大幅な赤字となったことにより持分法投資損失31億円を計上しまし

た。また、当初計画を下回ったことや天候不順による輸送障害等の影響を受け、資金繰りが悪化することとなり、

Abraに60％を出資するGalena Mining Limitedを主体に精鉱代金前払い等の支援を実施しておりました。2024年２

月にAbraから提示された新操業計画を踏まえ、Abra、両株主及びAbraの債権者等の当事者間で追加の資金繰り支

援及び債務リストラクチャリングを協議してまいりましたが、４月に至り支援策の協議が難航し短期的な資金繰

りに支障をきたす蓋然性が高まったことから、Abra取締役会において豪州会社法に基づく任意管理手続開始を決

議しました。このため、当期末において、Abra株式や同社に対する金融債権の回収可能性及び債務保証発生の蓋

然性を検討した結果、Abra株式の減損としての持分法投資損失66億円を追加計上しました（持分法投資損失とし

ては合計97億円）。また、任意管理手続下において再建も視野に入れた検討が進められておりますが、現時点に

おけるその財政状態を勘案して、同社への貸付金及び原料前渡金に対する貸倒引当金並びに同社債務に対する債

務保証損失引当金あわせて87億円を特別損失として計上しました。

この結果、ラスプ鉱山からの精鉱出荷量減少はあったもののアブラ鉱山からの精鉱取扱量が増加したことから、

売上高は113億46百万円と前期比8億16百万円（8％）の増収となりました。損益面については、ラスプ鉱山の精鉱

生産量及び精鉱出荷量減等による減益とAbra株式の減損を含めた持分法投資損失の計上により、経常損失は131億

82百万円と前期比115億74百万円の減益となりました。

④ 電子部材・機能材料事業部門

（単位：百万円）

2023年３月期 2024年３月期 増減（増減率％）

売上高 5,938 5,082 △855 (△14)

経常利益 756 191 △564 (△75)

《電子部品》

電子部品事業は、米国におけるＥＶ（電気自動車）市場の鈍化により車載電装向けの販売が落ち込んだことに

より、売上高は前期比で26％の減収となりました。

《電解鉄》

電解鉄事業は、半導体製造装置の輸出規制強化及び民生用半導体市況の悪化に、自動車部材の在庫調整が重な
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り、国内特殊鋼向け販売に負の影響が拡がる一方、旅客需要回復やエネルギー効率向上を期す航空各社の新造機

大量発注が海外特殊鋼向け販売を押し上げ、売上高は前期比で11%の増収となりました。

以上のほか、プレーティング事業及び機器部品事業を合わせた当事業部門の業績は、プレーティング事業で受

注減により減収となったこともあり、売上高は50億82百万円と前期比8億55百万円（14％）の減収となりました。

損益面については、電子部品事業における販売の落込みとプレーティング事業及び機器部品事業における事業撤

退に伴う在庫評価損失の計上などもあり、経常利益は1億91百万円と前期比5億64百万円（75％）の減益となりま

した。

⑤ その他事業部門

（単位：百万円）

2023年３月期 2024年３月期 増減（増減率％）

売上高 9,891 10,800 908 (9)

経常利益 777 631 △145 (△19)

防音建材事業、土木・建築・プラントエンジニアリング事業、運輸事業、環境分析事業などからなる当事業部

門の業績は、土木・建築・プラントエンジニアリング事業で受注の回復もあり増収となったものの、運輸事業に

おいてリサイクル原料等の扱い量が減少したことなどもあり、売上高は108億円と前期比9億8百万円（9％）の増

収、経常利益は6億31百万円と前期比1億45百万円（19％）の減益となりました。

(2) 当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べ345億63百万円減少し、1,084億36百万円となりました。

これは、豪州ラスプ鉱山で218億円の固定資産の減損を行ったこと、Abra株式の減損を含む持分法投資損失の計上に

より投資有価証券が減少したことや同社への貸付金及び原料前渡金に対して貸倒引当金を計上したこと、資金繰り

改善施策としての棚卸資産削減などによるものです。

（負債）

負債は、前連結会計年度末に比べ132億49百万円増加し、1,057億30百万円となりました。これは主に有利子負債

が増加したこと、Abraの金融債務に対する債務保証損失引当金を計上したことによるものです。

（純資産）

純資産は、多額の親会社株主に帰属する当期純損失の計上により、前連結会計年度末に比べ478億13百万円減少

し、27億5百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は当連結会計年度末において2.5％となり、前連結会計年度末に比べ32.8ポイント下落

しております。

(3) 当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ38億73百万円増加し、当連結会計年度末は134億9百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、37億49百万円の収入（前期は110億9百万円の収入）となりました。資金

繰り改善のため棚卸資産管理を徹底したことによる運転資本の減少はあったものの、多額の税金等調整前当期純損

失を計上したことなどにより、営業活動によるキャッシュ・フローは前期比で収入減となりました。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、76億12百万円の支出（前期比5億16百万円の支出減）となりました。これ

は主に、国内設備の維持更新投資や鉱山投資、関係会社への追加投資によるものでありますが、当期は政策保有株

式の売却による収入があったことから、前期比で支出減となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは76億94百万円の収入（前期は13億73百万円の支出）となりました。これは

主に、原料鉱石の支払い需要に備えた資金調達に対して、同需要が想定を下回ったことによるものであります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期

自己資本比率（％） 30.9 36.5 31.5 35.3 2.5

時価ベースの自己資本
比率（％）

13.9 28.5 27.4 19.3 14.3

債務償還年数（年） 8.4 11.6 － 6.0 20.2

インタレスト・カバレ
ッジ・レシオ（倍）

14.6 7.8 － 17.0 3.6

（注）１．自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

債務償還年数：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

２．いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

３．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

４．営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを

使用しております。

５．有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている負債（リース債務を

除く）を対象としております。また、利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使

用しております。

６．2022年３月期の債務償還年数及びインタレスト・カバレッジ・レシオについては、営業キャッシュ・

フローがマイナスであるため記載しておりません。

(4) 今後の見通し

当社がこれまで主力とする製錬事業においては、特に亜鉛製錬について、市況変動の大きさや価格転嫁が困難な

事業環境の下、固定費抑制など徹底した操業コスト引き下げ等の努力を続けてきましたが、電力費やコークス等の

副原料費の高騰により、高コストな事業構造となり、大きく収支が悪化しています。

また、製錬事業に対する原料の長期安定的調達と自山鉱比率の引上げを目的として、豪州ＣＢＨ社による鉱山事

業に進出しましたが、市況変動や鉱石品位による損益振幅が大きく、操業効率の改善施策等を講じてきたものの、

長年に渡り厳しい収支が続いてきました。

このような厳しい事業環境に対処するため、当社といたしましては、2023年11月に2030年ビジョンを策定し、亜

鉛製錬については、リサイクル原料比率の引き上げにより収支を改善させること、資源事業については、一時的に

多額の損失計上を強いられるものの、現在の当社の財務体力の観点から、収益変動の激しい鉱山事業からの撤退を

基本方針として事業ポートフォリオを再構築すること、また、成長が期待される電子部材・機能材料事業の業態拡

大を目指すことといたしました。

しかしながら、当社を取り巻く経営環境は、ウクライナや中東情勢等の地政学リスクの高まりによる電力費とエ

ネルギー価格の上昇、コロナ後の景気回復による大幅なインフレ進行に伴う原材料費や人件費の上昇、循環型社会

や脱炭素を目指す社会的要請の高まりなど、想定を超えて大きく変化しており、今後もその厳しさを増すことが見

込まれます。また、当社の財務基盤を回復させるためには、早期に当社の収益構造を改善させることが急務となっ

ております。

このような危機感から、今般、2030年ビジョンで目指した事業再生施策を大幅に見直し、外部専門家の支援も得

ながら、ステークホルダーの皆様から信任いただける抜本的な当社事業再生計画を策定し断行することといたしま

した。現在、同計画詳細は策定の段階にありますが、骨子は次のとおりであります。
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① 当社が目指す姿

変化に挑戦する企業文化・意識改革を推し進め、当社の事業ポートフォリオを「循環型社会」「脱炭素」「環

境問題対応の技術力」及び「顧客に認められる開発力」の観点から再構築し、新しい東邦亜鉛に向けて変革、成

長する。

② 主要事業の見直し

高コスト事業構造である亜鉛製錬事業は、現在取り組んでいるリサイクル原料比率の引き上げによる収支改善

に留まらず、今後の事業のあり方をゼロベースで見直す。また、資源事業は、当社の財務体力の観点から継続す

ることは難しく、保有鉱山の閉山や売却などにより早期に事業撤退する。

③ 新しい東邦亜鉛の柱となる基盤事業と成長事業

抜本的な事業ポートフォリオの再編を行い、新しい東邦亜鉛の柱として、国内トップシェアである鉛事業（リ

サイクル原料比率引き上げによる生産増強と銀等の副産物回収強化）、国内シェアトップクラスの亜鉛リサイク

ル事業（電炉ダストを原料とする酸化亜鉛の生産効率向上）から成る基盤事業に加え、世界トップシェアの機能

材料事業（電解鉄）と、市場拡大・新規案件獲得が期待される電子部材事業から成る成長事業に対して、経営資

源を重点的にシフトし、成長と企業価値の向上を目指す。

④ 強固な経営基盤

新しい東邦亜鉛へと成長するために、徹底的なコスト削減、効率的資金運用、保有遊休資産売却による収益性

改善、事業環境の変化に対応し的確な経営判断を可能とする組織体制の再整備とガバナンス体制の強化を行う。

あわせて、強固な財務基盤への早期回復を目指し、資本性資金の導入も検討する。

本事業再生計画は現在鋭意策定中ですが、まとまり次第、2024年度連結業績予想とあわせて公表いたします。

(5) 継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、当連結会計年度において、多額の親会社株主に帰属する当期純損失を計上していることから、

継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

なお、継続企業の前提に関する詳細につきましては、「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関

する注記事項（継続企業の前提に関する注記）」をご参照ください。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

なお、今後につきましては、外国人株主比率の推移、資金調達の状況、海外との取引状況といった当社の状況や、

国内外の諸状況を考慮の上、国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）の適用について適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

(1) 連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,536 13,409

受取手形、売掛金及び契約資産 16,128 15,502

電子記録債権 938 803

商品及び製品 9,490 10,322

仕掛品 14,998 10,011

原材料及び貯蔵品 22,968 18,375

その他 2,557 4,046

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 76,618 72,470

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 25,662 23,704

減価償却累計額 △18,771 △17,947

建物及び構築物（純額） 6,890 5,757

機械装置及び運搬具 78,707 62,128

減価償却累計額 △68,513 △54,640

機械装置及び運搬具（純額） 10,193 7,488

鉱業用地 27 27

減価償却累計額 △11 △11

鉱業用地（純額） 15 15

土地 16,589 16,589

リース資産 250 191

減価償却累計額 △203 △155

リース資産（純額） 46 35

建設仮勘定 2,015 797

その他 2,299 2,255

減価償却累計額 △1,982 △1,943

その他（純額） 316 311

有形固定資産合計 36,068 30,994

無形固定資産

鉱業権 14,147 1,192

その他 48 59

無形固定資産合計 14,196 1,252

投資その他の資産

投資有価証券 10,698 1,081

長期貸付金 2,440 -

退職給付に係る資産 863 1,843

繰延税金資産 788 302

その他 2,214 5,093

貸倒引当金 △887 △4,602

投資その他の資産合計 16,117 3,718

固定資産合計 66,381 35,965

資産合計 142,999 108,436
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,749 6,955

短期借入金 32,835 50,727

1年内返済予定の長期借入金 6,419 7,843

コマーシャル・ペーパー 6,000 -

リース債務 32 32

未払法人税等 393 286

未払費用 3,744 3,361

資産除去債務 436 487

その他 4,823 4,027

流動負債合計 62,433 73,722

固定負債

長期借入金 21,118 17,225

リース債務 16 20

繰延税金負債 222 702

再評価に係る繰延税金負債 4,173 4,173

退職給付に係る負債 124 116

金属鉱業等鉱害防止引当金 41 42

環境対策引当金 18 18

関係会社事業損失引当金 102 -

関係会社債務保証損失引当金 - 5,008

資産除去債務 3,830 4,311

その他 397 389

固定負債合計 30,046 32,007

負債合計 92,480 105,730

純資産の部

株主資本

資本金 14,630 14,630

資本剰余金 9,876 9,863

利益剰余金 14,563 △32,907

自己株式 △31 △22

株主資本合計 39,040 △8,435

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 371 170

繰延ヘッジ損益 △539 △1,541

土地再評価差額金 8,610 8,610

為替換算調整勘定 2,585 2,857

退職給付に係る調整累計額 451 1,045

その他の包括利益累計額合計 11,479 11,141

純資産合計 50,519 2,705

負債純資産合計 142,999 108,436

061158
下線

061158
下線

061158
下線

061158
下線

061158
下線

061158
下線

061158
下線

061158
下線

061158
下線



東邦亜鉛株式会社(5707) 2024年３月期 決算短信

－11－

(2) 連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

売上高 145,764 130,803

売上原価 133,407 122,363

売上総利益 12,356 8,439

販売費及び一般管理費

販売費 3,635 3,153

一般管理費 4,671 5,976

販売費及び一般管理費合計 8,307 9,130

営業利益又は営業損失（△） 4,049 △690

営業外収益

受取利息 69 63

受取配当金 161 74

為替差益 354 505

補助金収入 48 387

その他 489 654

営業外収益合計 1,123 1,685

営業外費用

支払利息 671 1,031

持分法による投資損失 304 9,724

環境対策費 768 557

その他 290 408

営業外費用合計 2,034 11,722

経常利益又は経常損失（△） 3,137 △10,727

特別利益

固定資産売却益 12 91

投資有価証券売却益 18 636

関係会社事業損失引当金戻入額 - 102

その他 - 2

特別利益合計 31 833

特別損失

固定資産除却損 296 251

減損損失 231 22,097

投資有価証券売却損 11 2

関係会社貸倒引当金繰入額 - 3,769

関係会社債務保証損失引当金繰入額 - 5,008

棚卸資産評価損 - 328

関係会社出資金評価損 1,393 -

関係会社出資金売却損 - 2,435

関係会社債権放棄損 - 1,581

その他 - 24

特別損失合計 1,933 35,498

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

1,235 △45,392

法人税、住民税及び事業税 792 488

法人税等調整額 △351 571

法人税等合計 440 1,060

当期純利益又は当期純損失（△） 794 △46,452

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

794 △46,452
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） 794 △46,452

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 55 △201

繰延ヘッジ損益 3,128 △1,002

為替換算調整勘定 1,672 271

退職給付に係る調整額 △78 593

その他の包括利益合計 4,778 △337

包括利益 5,573 △46,790

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 5,573 △46,790

非支配株主に係る包括利益 - -
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(3) 連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 14,630 9,876 14,787 △31 39,264

当期変動額

剰余金の配当 △1,018 △1,018

親会社株主に帰属する当

期純利益
794 794

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の当

期変動額（純額）

当期変動額合計 - - △223 △0 △224

当期末残高 14,630 9,876 14,563 △31 39,040

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証

券評価差額金
繰延ヘッジ損益

土地再評価差

額金

為替換算調整

勘定

退職給付に係

る調整累計額

その他の包括

利益累計額合

計

当期首残高 315 △3,668 8,610 912 530 6,700 45,964

当期変動額

剰余金の配当 △1,018

親会社株主に帰属する当

期純利益
794

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の当

期変動額（純額）
55 3,128 - 1,672 △78 4,778 4,778

当期変動額合計 55 3,128 - 1,672 △78 4,778 4,554

当期末残高 371 △539 8,610 2,585 451 11,479 50,519
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当連結会計年度（自 2023年４月１日 至 2024年３月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 14,630 9,876 14,563 △31 39,040

当期変動額

剰余金の配当 △1,018 △1,018

親会社株主に帰属する当

期純損失（△）
△46,452 △46,452

自己株式の取得 △14 △14

譲渡制限付株式報酬 △13 24 10

株主資本以外の項目の当

期変動額（純額）

当期変動額合計 - △13 △47,471 9 △47,475

当期末残高 14,630 9,863 △32,907 △22 △8,435

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証

券評価差額金
繰延ヘッジ損益

土地再評価差

額金

為替換算調整

勘定

退職給付に係

る調整累計額

その他の包括

利益累計額合

計

当期首残高 371 △539 8,610 2,585 451 11,479 50,519

当期変動額

剰余金の配当 △1,018

親会社株主に帰属する当

期純損失（△）
△46,452

自己株式の取得 △14

譲渡制限付株式報酬 10

株主資本以外の項目の当

期変動額（純額）
△201 △1,002 - 271 593 △337 △337

当期変動額合計 △201 △1,002 - 271 593 △337 △47,813

当期末残高 170 △1,541 8,610 2,857 1,045 11,141 2,705
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

1,235 △45,392

減価償却費 4,385 3,574

減損損失 231 22,097

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 3,685

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 15 △980

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △129 848

受取利息及び受取配当金 △231 △137

支払利息 671 1,031

為替差損益（△は益） 33 △371

持分法による投資損益（△は益） 304 9,724

有形固定資産売却損益（△は益） △12 △91

固定資産除却損 296 251

売上債権の増減額（△は増加） 1,438 728

棚卸資産の増減額（△は増加） 4,786 8,893

仕入債務の増減額（△は減少） △2,068 △4,594

投資有価証券売却損益（△は益） △6 △633

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,309 △2,323

その他の特別損益（△は益） - 4,016

投資その他の資産評価損 1,393 -

その他 △1,719 4,955

小計 12,932 5,282

利息及び配当金の受取額 231 111

利息の支払額 △646 △1,041

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,508 △603

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,009 3,749

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,072 △4,774

有形固定資産の売却による収入 12 96

無形固定資産の取得による支出 △2,551 △2,053

投資有価証券の取得による支出 △3 △4

投資有価証券の売却による収入 142 955

貸付けによる支出 △1,092 -

貸付金の回収による収入 79 43

関係会社株式の取得による支出 △182 -

関係会社出資金の払込による支出 △1,158 △1,660

その他 △303 △216

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,128 △7,612
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,621 17,273

長期借入れによる収入 9,330 4,040

長期借入金の返済による支出 △10,257 △6,548

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △2,000 △6,000

配当金の支払額 △1,018 △1,018

その他 △49 △53

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,373 7,694

現金及び現金同等物に係る換算差額 100 41

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,606 3,873

現金及び現金同等物の期首残高 7,929 9,536

現金及び現金同等物の期末残高 9,536 13,409
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当社グループは、2023年度に豪州連結子会社ＣＢＨ社ラスプ鉱山閉山決定による固定資産の減損損失218億円、持

分法適用関連会社であるAbraについて同社株式の減損を含んだ持分法投資損失97億円、また同社への貸付金及び原

料前渡金に対する貸倒引当金並びに同社債務に対する債務保証損失引当金の計上による損失あわせて87億円、中国

事業撤退による関係会社出資金売却損24億円及び関係会社債権放棄損15億円等を計上していることから、親会社株

主に帰属する当期純損失が465億円となった結果、連結純資産は27億円となり、継続企業の前提に重要な疑義を生じ

させるような状況が存在しております。当社グループは、当該状況を解消すべく事業再生計画を策定中で、その骨

子と取り組んでいる業績改善施策は以下のとおりであります。

１．当社が目指す姿

変化に挑戦する企業文化・意識改革を推し進め、当社の事業ポートフォリオを「循環型社会」「脱炭素」「環

境問題対応の技術力」及び「顧客に認められる開発力」の観点から再構築し、新しい東邦亜鉛に向けて変化、成

長する。

２．主要事業の見直し

高コストな事業構造となっている亜鉛製錬事業は、現在取り組んでいるリサイクル原料比率の引き上げによる

収支改善に留まらず、今後の事業のあり方をゼロベースで見直す。また、資源事業は、当社の財務体力の観点か

ら継続することは難しく、保有鉱山の閉山や売却などにより早期に事業撤退する。

３．新しい東邦亜鉛の柱となる基盤事業と成長事業

抜本的な事業ポートフォリオの再編を行い、新しい東邦亜鉛の柱として、国内トップシェアである鉛事業（リ

サイクル原料比率引き上げによる生産増強と銀等の副産物回収強化）、国内シェアトップクラスの亜鉛リサイク

ル事業（電炉ダストを原料とする酸化亜鉛の生産効率向上）から成る基盤事業に加え、世界トップシェアの機能

材料事業（電解鉄）と市場拡大・新規案件獲得が期待される電子部材事業から成る成長事業に対して、経営資源

を重点的にシフトし、成長と企業価値の向上を目指す。

４．強固な経営基盤の再構築

新しい東邦亜鉛へと成長するために、徹底的なコスト削減、効率的資金運用、保有遊休資産売却による収益性

改善、事業環境の変化に対応し的確な経営判断を可能とする組織体制の再整備とガバナンス体制の強化を行う。

あわせて、強固な財務基盤への早期回復を目指し、資本性資金の導入も検討する。

資金面においては、当連結会計年度末において、現金及び預金134億円を保有するとともに、取引金融機関と総額

160億円のコミットメントライン契約（契約満了日2024年９月27日）を締結しております。上記コミットメントライ

ン契約の当連結会計年度末における借入実行残高は110億円となっております。なお、今後、契約期限の更新や更な

る支援が必要となった場合に支援が得られるよう、金融機関と緊密な連携を続けてまいります。

しかしながら、継続企業の前提に関する重要な疑義を解消すべく取り組んでいる業績改善施策は実施途上にあり、

事業再生計画も策定中であることから上記の施策による損益及び財務的な効果を十分に得ることができない可能性

も考えられること、契約期限の更新や金融機関からの更なる追加支援が必要となった場合に備えた資金調達につい

ては未確定であることから、継続企業の前提に関する重要な不確実性が存在するものと認識しております。

なお、連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を連

結財務諸表に反映しておりません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は、取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包

括的な戦略を立案し、当社及び所管する連結子会社を通じて、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、事業部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成された、「製錬」、「環

境・リサイクル」、連結子会社であるCBH Resources Ltd.を基礎として構成された「資源」並びに「電子部材・

機能材料」の４つを報告セグメントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「製錬」事業においては、亜鉛製品・鉛製品、電気銀並びに硫酸等の製造・販売をしております。

「環境・リサイクル」事業においては、酸化亜鉛の製造・販売、廃棄物処理再生等をしております。

「資源」事業においては、非鉄金属資源の探査、開発、生産及び生産物の販売をしております。

「電子部材・機能材料」事業においては、電子部品、電解鉄、プレーティング並びに機器部品等の製造・販売

をしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と同一であります。

2023年１月より豪州アブラ鉱山が操業開始し、資源事業における持分法投資損益の重要性が増しております。こ

れに伴い、当連結会計年度より、当社取締役会等の経営意思決定機関において、経営資源の配分の決定及び業績を

評価するための経営指標として経常利益を用いることとなりました。これによりセグメント利益又は損失について、

従来は連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりましたが、経常利益と調整を行うこととしました。

なお、前連結会計年度のセグメント情報については、経常利益と調整を行ったセグメント利益により作成したも

のを記載しております。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

連結
財務諸表
計上額
（注）３

製錬
環境・リ
サイクル

資源
電子部材・
機能材料

計

売上高

外部顧客への売上高 122,353 5,937 6,397 5,938 140,627 5,137 145,764 － 145,764

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,134 － 4,133 － 5,268 4,754 10,023 △10,023 －

計 123,488 5,937 10,530 5,938 145,895 9,891 155,787 △10,023 145,764

セグメント利益又は損
失（△）

2,904 1,470 △1,608 756 3,523 777 4,300 △1,163 3,137

セグメント資産 76,597 5,869 33,050 9,844 125,362 3,874 129,237 13,762 142,999

その他の項目

減価償却費 1,531 230 2,201 170 4,134 181 4,315 69 4,385

持分法適用会社への
投資額

－ － 8,988 － 8,988 － 8,988 － 8,988

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

1,931 229 3,676 222 6,059 124 6,183 8 6,192

当連結会計年度（自 2023年４月１日 至 2024年３月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

連結
財務諸表
計上額
（注）３

製錬
環境・リ
サイクル

資源
電子部材・
機能材料

計

売上高

外部顧客への売上高 105,747 5,336 9,359 5,082 125,525 5,277 130,803 － 130,803

セグメント間の内部
売上高又は振替高

905 － 1,987 － 2,893 5,522 8,416 △8,416 －

計 106,652 5,336 11,346 5,082 128,418 10,800 139,219 △8,416 130,803

セグメント利益又は損
失（△）

1,963 617 △13,182 191 △10,410 631 △9,779 △947 △10,727

セグメント資産 66,356 5,293 6,088 8,926 86,665 3,591 90,256 18,179 108,436

その他の項目

減価償却費 1,612 233 1,303 165 3,315 185 3,500 74 3,574

持分法適用会社への
投資額

－ － 0 － 0 － 0 － 0

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

2,189 147 3,895 285 6,516 208 6,725 17 6,742

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、防音建材、土木・建築・プラ

ントエンジニアリング、運輸、環境分析等を含んでおります。
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２．調整額の内容は以下のとおりであります。
セグメント利益又は損失 （単位：百万円）

前連結会計年度 当連結会計年度

セグメント間取引消去 189 △36

全社費用※ △1,352 △911

合計 △1,163 △947

※ 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門の一般管理費であります。

セグメント資産 （単位：百万円）

前連結会計年度 当連結会計年度

全社資産※ 13,762 18,179

※ 全社資産は、主に当社での余資運用資金（現金、預金、有価証券）及び管理部門に係る資産でありま

す。

その他の項目 （単位：百万円）

前連結会計年度 当連結会計年度

減価償却費※ 69 74

有形固定資産及び無形固定資産の増加額※ 8 17

※ 減価償却費の調整額は、主に報告セグメントに配賦しない管理部門の減価償却費であります。また、

有形固定資産及び無形固定資産の増加額は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門の設備投資額

であります。

３．セグメント利益又は損失は、連結財務諸表の経常損失と調整を行っております。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

当社の資産グループは、事業用資産においては管理会計上の区分ごとに、有休・休止資産については個別

単位でのグルーピングをしております。

「資源」セグメントにおいて、豪州ＣＢＨ社が運営しているラスプ鉱山の今後の中長期事業計画を慎重に

検討した結果、次期主力となる鉱体開発の経済性は低く、同鉱体開発を前提とする同鉱山の中長期事業計画

は事業性を見込めないとの結論に至り、2024年まででラスプ鉱山を閉山することを意思決定しました。これ

に伴い、資源事業（ラスプ鉱山）に係る資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を

減損損失として計上しております。当該減損損失の計上額は、当連結会計年度において21,763百万円であり

ます。

さらに、同セグメントにおいて、探査活動が終了した案件についてその探査権の帳簿価額の全額を減損損

失として計上しております。当該減損損失の計上額は、当連結会計年度において127百万円であります。

また、「電子部材・機能材料」及び「その他」セグメントの一部の事業において、事業の撤退を決定した

ことから使用が見込まれなくなった固定資産につき、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減

損損失として計上しております。当該減損損失の計上額は、当連結会計年度において205百万円であります。
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（１株当たり情報）

前連結会計年度
（自 2022年４月１日
至 2023年３月31日）

当連結会計年度
（自 2023年４月１日
至 2024年３月31日）

１株当たり純資産額 3,720.70円 199.29円

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失
（△）

58.52円 △3,421.32円

（注）１．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。なお、前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期

純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当連結会計年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社に帰属す
る当期純損失（△）（百万円）

794 △46,452

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△）（百万円）

794 △46,452

期中平均株式数（千株） 13,577 13,577

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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1. 2023年度Q4会計期間(1月～3月)（FY2023/Q4(Jan.-Mar.)）
Ⅰ. 総括（Summary）

 2024年1月～3月については、為替相場が2月14日公表前提よりも大幅に円安で推移したため、製錬セグを中心に営
業利益では公表値を上回りました。一方、当社持分法適用関連会社であるAbraについて、同社株式の減損を含む持
分法投資損失の計上、同社への金融債権に対する貸倒引当金及び同社債務に対する保証損失引当金等を計上したこ
とから、経常利益及び純利益については、2月14日公表値を大幅に下回る結果となりました。

 Actual operating profit from Jan. to Mar. was higher than 2024/2/14 revision, due mainly to weaker JPY/USD 
exchange rate. However, EBT before extraordinary and EAT fell below the revision. Significant size of losses 
related to Abra Mine at the Mineral Resources Segment, which included impairment of investments and provisions 
to loans, impacted the financial result this term.

単位 : 億円
unit : 100 million yen

3

(1)

FY（①） Q4 FY（②） Q4

連結売上高
Revenues

1,400 1,318 1,300 327 1,308 335 8

連結営業利益
Operating profits

25.0 ▲4.3 ▲20.0 ▲13.1 ▲6.9 0.0 13.1

連結経常利益
EBT before extraordinary

10.0 ▲36.3 ▲60.0 ▲23.7 ▲107.3 ▲71.0 ▲47.3

連結純利益
EAT

5.0 ▲300.0 ▲337.0 ▲34.7 ▲464.5 ▲162.2 ▲127.5

差異
diff

（②－①）

（通期）
FY2023

2023/5/12
当初公表
original

2023/11/10
業績予想修正

revision

2024/2/14
業績予想修正 revision

2024/5/13
実績 actual



 製錬セグでは亜鉛価格の下落、鉛・銀の減産により、資源セグではラスプ鉱山における粗鉱品位低下、アブラ鉱山
における操業立上げの計画比遅延と同社株式の減損を含む持分法投資損失の計上により減益となりました。また、
環境・Rセグ、電子部材・機能材料セグにおいても減益となったことに加え、ラスプ鉱山閉山決定による減損損失や
アブラの任意管理手続開始を受けての関連損失、海外不採算事業リストラ関連損失等の特別損失計上により、前年
同期比で３利益ともに大幅な減益、純損益は▲460億円を超える赤字となりました。

 In Smelting segment, profits fell due to declining zinc prices and reduced lead and silver production. In Mineral 
Resource segment, low ore head grades at Rasp Mine and delays in stabilization of Abra Mine also led to a decrease 
in operating profits. In addition, Environment & Recycling segment, and Electronic Components & Advanced 
Materials segment also saw a decrease in profits. Coupled with extraordinary losses from impairment losses due to 
the decision to close Rasp Mine, losses related to restructuring unprofitable overseas businesses including losses 
from Abra, the EBIT before extraordinary profit and EAT significantly decreased compared to FY2023, resulting in a 
loss in EAT exceeding 46 billion yen.

単位︓億円
unit : 100 million yen
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2. 2023年度決算前期比較（FY2023 vs. FY2022）
(1)

Ⅰ. 総括（Summary）

前期
FY2022

当期
FY2023

差（実額）
diff（actual）

連結売上高
Revenues

1,458 1,308 ▲150

連結営業利益
Operating profits

40.5 ▲6.9 ▲47.4

連結経常利益
EBT before extraordinary

31.4 ▲107.3 ▲138.7

連結純利益
EAT

7.9 ▲464.5 ▲472.5



3. アブラ鉱山関連損失の計上について（Losses in respect of Abra Mine）
Ⅰ. 総括（Summary）

5

(1)

損失額
Loss amount

▲73.7

Abra株式の減損 *
Impairment of Abra share *

▲66.1

Abraへの貸付金に対する引当
Allowance for shareholder's loan to Abra

▲7.6

▲80.2

Abraへの前渡金に対する引当
Allowance for advanced payment to Abra

▲30.1

Abra借入金への債務保証に対する引当
Provision for loss on garantees to Abra's loan

▲50.1

▲153.9連結計 Consolidated total amount

項目
Items

CBH

Toho

＊ 持分法投資損失に含めて計上
Included in Loss on equity method

 アブラ鉱山（アブラ）には2019年1月に40％を出資し、60％を出資するGalena社と開発を進め2023年度1月に商
業操業を開始しましたが、操業実績や鉱石品位が当初計画比を下回ったため収支と資金繰りが悪化しておりました。

 Toho started to invest in 40% of Abra in Jan 2019. Although commercial operation began in Jan 2023, 
operational performance and ore grade fell below the original mining plan, leading Abra to severe financial results 
and cash flow. 

 当社、Galena社から精鉱代金前払い等の支援を行い、
本年2月に提示された新操業計画を踏まえ、債権者等
の当事者間で追加の資金繰り支援及び債務リストラ
クチャリングを協議してまいりましたが、短期的な
資金繰りに支障をきたす蓋然性が高まったことから、
アブラは豪州会社法に基づく任意管理手続
（Voluntary Administration, VA）開始を4月4日に
決議しました。

 Toho and Galena supported Abra, such as advanced 
payment of ore etc. Also additional cash support and 
restructuring plan had been discussed within related 
parties based on  new mining plan which was  
presented in Feb 2024.  However, due to the 
increasing possibilities of short term funding issues, 
Abra resolved “Voluntary Administration” (VA) on 4 
April.

 かかる状況下、右表の通り、債権回収が困難であり
保証履行請求の蓋然性が高いと考えられることから
全額損失を計上することとしました。

 Under such situation, we have decided to recognize 
full loss as listed right.

単位︓億円
unit : 100 million yen



3. アブラ鉱山関連損失の計上について（Losses in respect of Abra Mine）
Ⅰ. 総括（Summary）

6

(2)

 現在、アブラの事業運営及び財産管理は任意管理人によって行われており、8月末予定の債権者集会を経て継続操
業や清算などに向けた方向性が決定されます。

 Currently operation and asset administration of Abra is being conducted by the Voluntary Administrator. Future 
direction for continued operation or liquidation will be determined following a creditors' meeting scheduled for the 
end of August.

 今後も当事者間との情報交換、債権者集会に向けての状況把握を行ない損失抑制に努めてまいります。
 We continue to monitor the situation carefully towards the creditorʼs meeting to avoid future additional losses.



4. 2024年度以降の計画について（Our plan in FY2024 and after）
Ⅰ. 総括（Summary）

当社がこれまで主力事業とする製錬事業においては、特に亜鉛製錬について、市況変動の大きさや価格転嫁が困難な事業環境の下、固定費抑制など徹底した
操業コスト引き下げ等の努力を続けてきましたが、電力費やコークス等の副原料費の高騰により、高コストな事業構造となり、大きく収支が悪化しています。
Increasingly higher electricity price, cokes and other raw materials costs, as well as the competitive market and growing buyersʼ bargaining 
power, has forced Zinc smelting business, one of our core businesses, to underperform for some years and confront difficulties, although we 
have made our endeavor to reduce its operation cost as much as possible. 

又、製錬事業に対する原料の長期安定的調達と自山鉱比率の引上げを目的として、豪州CBH社による鉱山事業に進出しましたが、市況変動や鉱石品位による
損益振幅が大きく、操業効率の改善施策等を講じてきたものの、長年に渡り厳しい収支が続いてきました。
We entered into the upstream Mineral Resources business through our subsidiary CBH Resources in Australia for the purpose to secure long 
and stable supply of zinc and lead concentrates for our smelting operations in Japan and to establish vertical integration structure. However  
our mining business has experienced very fluctuating performance for the most of years in accordance with the ore grade and metal price 
movements, in spite of all our efforts for efficient operations and reduction of operation costs.

斯様な厳しい事業環境に対処する為、当社と致しましては、2023年11月に2030年ビジョンを策定し、亜鉛製錬につき、リサイクル原料比率の引上げにより
収支を改善させること、資源事業については、一時的に多額の損失計上を強いられるものの、現在の当社の財務体力の観点から、収益変動の激しい鉱山事業
からの撤退を基本方針として事業ポートフォリオを再構築すること、又、成長が期待される電子部材・機能材料事業の業態拡大を目指すことといたしました。
To response to such challenging business environment, we had launched the new long term business plan called “2030 Vision” in November 
2023 where we introduced our plan to improve our business profitability by :-
• Increasing the volume of low cost secondary raw materials usage for our Zinc smelting operation,
• Reviewing our business portfolio through divestment of our underperformed mining assets although it might involve substantial amount of 

exiting costs, and
• Achieving higher business growth in our Electric components and Advanced materials (high purity iron) businesses.

しかしながら、当社を取り巻く経営環境は、ウクライナや中東情勢等の地政学リスクの高まりによる電力費とエネルギー価格の上昇、コロナ後の景気回復に
よる大幅なインフレ進行に伴う原材料費や人件費の上昇、循環型社会や脱炭素を目指す社会的要請の高まりなど、想定を超えて大きく変化しており、今後も
その厳しさを増すことが見込まれます。又、当社の財務基盤を回復させる為には、早期に当社の収益構造を改善させる事が急務となっています。
However, the changes of environment surrounding our businesses are accelerated significantly far beyond our expectation. We are 
experiencing very high geopolitics risks in Ukraine, the Middle East and other areas that causes high energy costs, very unforeseeable global 
economy, high inflation rate, material cost and wage hike, and the growing concerns about circular economy and carbon neutral. It is very 
important and also urgent issue for Toho Zinc to re-build our business structure and financial platform.

この様な危機感から、今般、2030年ビジョンで目指した事業再生施策を大幅に見直し、外部専門家の支援も得ながら、ステークホルダーの皆様から信任い
ただける抜本的な当社事業再生計画を策定し断行することといたしました。現在、同計画詳細は策定の段階にありますが、骨子は次の通りです。
Our long term plan “2030 Vision” has appeared to be not sufficient enough and we has made it clear that Toho Zinc needs more robust and 
efficient business restructuring plan. We are currently working on the details of the plan with support from professional advisors and the 
followings are key issues in the plan:-
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4. 2024年度以降の計画について（Our plan in FY2024 and after）
Ⅰ. 総括（Summary）

1. 当社が目指す姿（Goal of New Toho Zinc）
変化に挑戦する企業文化・意識改革を推し進め、当社の事業ポートフォリオを「循環型社会」「脱炭素」「環境問題対応の技術
力」及び「顧客に認められる開発力」の観点から再構築し、新しい東邦亜鉛に向けて変革、成長する。
Re-set corporate culture and mindset to navigate Toho Zinc through challenging time and to pursue New Toho Zinc growth strategy, re-define 
Toho Zinc business domains in terms of “Circular economy”, “Carbon neutral”, “Environmental technologies” and ”Customer focused product 
development”.

2. 主要事業の見直し（Re-Build Core Business ）
高コストな事業構造となっている亜鉛製錬事業は、現在取り組んでいるリサイクル原料比率の引き上げによる収支改善に留まら
ず、今後の事業の在り方をゼロベースで見直す。又、資源事業は、当社の財務体力の観点から継続することは難しく、保有鉱山
の閉山や売却などにより早期に事業撤退する。
In Zinc smelting business, we continue to increase the ratio of low cost secondary raw material to improve the profitability, however, we will 
consider every option and direction of our zinc smelting business. In Mineral resources business, we will withdraw from the upstream mining 
business and divest our mining assets as quickly as practical.

3. 新しい東邦亜鉛の柱となる基盤事業と成長事業（New core business & Growth business）
抜本的な事業ポートフォリオの再編を行ない、新しい東邦亜鉛の柱として、国内シェアトップである鉛事業（リサイクル原料比
率引き上げによる生産増強と銀等の副産物回収強化）、国内シェアトップクラスの亜鉛リサイクル事業（電炉ダストを原料とす
る酸化亜鉛の生産効率向上）から成る基盤事業に加え、世界トップシェアの機能材料事業（電解鉄）と市場拡大・新規案件獲得
が期待される電子部材事業から成る成長事業に対して、経営資源を重点的にシフトし、成長と企業価値の向上を目指す。
【New core business segment】
1. “Lead smelting business”  (Top share in Japan) : Enhancement profitability through (a) production expansion by increasing secondary raw 

material ratio and (b) improvement of by-products recovery such as silver (“Circular economy” +”Environmental technologies”)
2. “Environment & Recycling business” (Top class share in Japan) : Increasing production of Zinc Oxide from electric furnace dust (”Circular 

economy”+”Environmental technologies”)
【Growth business segment】
3. “Advanced materials (High-purity Iron) business (Top share in global market)“ & “Electronic components business” : Expand sales in the 

growing markets (“Carbon neutral”+“Customer focused product development”)
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4. 2024年度以降の計画について（Our plan in FY2024 and after）
Ⅰ. 総括（Summary）

4. 強固な経営基盤の再構築（Re-Build enhanced financial position）
新しい東邦亜鉛へと成長する為に、徹底的なコスト削減、効率的資金運用、保有遊休資産売却による収益性改善、事業環境の変
化に対応し的確な経営判断を可能とする組織体制の再整備とガバナンス体制の強化を行なう。併せて、強固な財務基盤への早期
回復を目指し、資本性資金の導入も検討する。
Re-build effective decision making process, business monitoring system and governance structure, cost reduction program, asset sale that 
support New Toho Zinc business execution. Also, consider recapitalization for re-forming new Toho Zinc with higher profitability business 
platform and enhanced financial position.

本事業再生計画は現在鋭意策定中ですが、纏まり次第、2024年度連結業績予想とあわせて公表させていただきますので、ご理解
賜ります様お願い申し上げます。
Once our restructuring plan is prepared, we would like to announce it together with our FY2024 business plan.
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(1) 市況・生産量（Market and production）

10

＊ CBH社持分相当量（40%）
40％ equity method

1. 2024/2/14公表比較（vs. 2024/2/14 projection）
Ⅱ. 2023年度Q4会計期間（FY2023/Q4）

2024/2/14 予想
Q4 projection

2024/5/13
Q4 actual

差（実額）
diff (actual)

差（%）
diff (%)

亜鉛 Zn(US＄/t) 2,500 2,449 ▲51 ▲2

鉛 Pb(US＄/t) 2,100 2,076 ▲24 ▲1

銀 Ag(US＄/toz) 23.0 23.4 0.4 2

円/米＄
JPY/US＄

141.0 148.6 7.6 5

米＄/豪＄
US＄/A＄

0.651 0.651 － －

亜鉛製品(千t)
Zn finished goods (thousand t)

20.6 20.7 0.0 －

鉛製品(千t)
Pb finished goods (thousand t)

17.3 17.8 0.5 3

電気銀(t)
Ag fnished goods (t)

49 63 14 28

粗鉱処理量(千t)
Ore throughput (thousand t)

108 108 － －

亜鉛精鉱生産量(千dmt)
Zn concentrates (thousand dmt)

8.2 8.2 － －

鉛精鉱生産量(千dmt)
Pb concentrates (thousand dmt)

2.8 2.8 － －

粗鉱処理量(千t)
Ore throughput (thousand t)

143 143 － －

鉛精鉱生産量(千dmt)
Pb concentrates (thousand dmt)

10.0 10.0 － －

市況
Metal price and F/X

製錬セグメント
主要製品生産量
Smelting
production

資源セグメント
CBH社ラスプ(10-12月)
Mineral Resource
CBH-Rasp(Oct.-Dec.)

資源セグメント *
CBH社アブラ(10-12月)
Mineral Resource *
CBH-Abra(Oct.-Dec.)



単位︓億円
unit : 100 million yen
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(2) 収支（Profits/losses）

Ⅱ. 2023年度Q4会計期間（FY2023/Q4）
1. 2024/2/14公表比較（vs. 2024/2/14 projection）

2023/2/14 予想
Q4 projection

2024/5/13 実績
Q4 actual

差（実額）
diff (actual)

327 335 8

▲13.1 0.0 13.1

▲5.5 7.4 12.8

0.5 0.7 0.2

亜鉛　Zn-related ▲4.8 ▲0.3 4.5

鉛　　Pb-related ▲1.1 7.0 8.1

1.6 3.2 1.6

▲13.7 ▲79.3 ▲65.5

▲4.6 ▲71.5 ▲66.8

▲9.1 ▲7.8 1.3

▲0.0 0.0 0.0

1.6 1.9 0.3

▲7.7 ▲4.2 3.5

▲23.7 ▲71.0 ▲47.3

▲34.7 ▲162.2 ▲127.5

▲6.2 7.6 13.9

純利益 EAT

EBITDA

アブラ鉱山持分法（40％相当）
Abra mine equity method(40%）
その他
Others

電子部材・機能材料
Electric Components & Materials

その他 Others

調整額 Reconciliation

売上高 Revenues

営業利益 Operating profits

経常利益
EBT before
extraordinary

製錬 Smelting

在庫評価損益
FIFO effects

上記以外
TC and others

環境・リサイクル
Environment & Recycling

資源
Mineral
Resource

計 Total



(1) 市況・生産量（Market and production）
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＊ CBH社持分相当量（40%）
40％ equity method

2. 四半期推移（By-quarter information）
Ⅱ. 2023年度Q4会計期間（FY2023/Q4）

Q1 Q2 Q3 Q4 FY

亜鉛 Zn(US＄/t) 2,540 2,429 2,498 2,449 2,479

鉛 Pb(US＄/t) 2,118 2,170 2,119 2,076 2,121

銀 Ag(US＄/toz) 24.2 23.6 23.2 23.4 23.6

円/米＄
JPY/US＄

137.4 144.6 147.9 148.6 144.6

米＄/豪＄
US＄/A＄

0.685 0.668 0.655 0.651 0.665

亜鉛製品(千t)
Zn finished goods (thousand t)

20.3 16.2 21.5 20.7 78.7

鉛製品(千t)
Pb finished goods (thousand t)

16.8 17.0 19.3 17.8 70.8

電気銀(t)
Ag fnished goods (t)

80 71 68 63 282

粗鉱処理量(千t)
Ore throughput (thousand t)

68 94 112 108 382

亜鉛精鉱生産量(千dmt)
Zn concentrates (thousand dmt)

4.9 6.2 7.8 8.2 27.1

鉛精鉱生産量(千dmt)
Pb concentrates (thousand dmt)

3.0 3.0 3.1 2.8 11.9

粗鉱処理量(千t)
Ore throughput (thousand t)

54 76 113 143 387

鉛精鉱生産量(千dmt)
Pb concentrates (thousand dmt)

2.2 5.0 7.6 10.0 24.7

市況
Metal price and F/X

製錬セグメント
主要製品生産量
Smelting
production

資源セグメント
CBH社ラスプ(1-12月)
Mineral Resource
CBH-Rasp(Jan.-Dec.)

資源セグメント *
CBH社アブラ(1-12月)
Mineral Resource *
CBH-Abra(Jan.-Dec.)



単位︓億円
unit : 100 million yen
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(2) 収支（Profits/losses）

Ⅱ. 2023年度Q4会計期間（FY2023/Q4）
2. 四半期推移（By-quarter information）

Q1 Q2 Q3 Q4 FY

313 306 354 335 1,308

▲17.7 16.3 ▲5.5 0.0 ▲6.9

▲6.1 14.4 4.0 7.4 19.6

▲10.4 6.2 ▲1.2 0.7 ▲4.7

亜鉛　Zn-related ▲4.4 ▲9.0 ▲3.0 ▲0.3 ▲16.6

鉛　　Pb-related 8.7 17.1 8.1 7.0 40.9

1.2 ▲0.2 2.0 3.2 6.2

▲24.5 ▲11.1 ▲17.0 ▲79.3 ▲131.8

▲9.4 ▲10.3 ▲6.1 ▲71.5 ▲97.2

▲15.0 ▲0.8 ▲10.9 ▲7.8 ▲34.6

1.3 1.2 ▲0.6 0.0 1.9

1.7 1.5 1.2 1.9 6.3

▲1.6 ▲0.2 ▲3.5 ▲4.2 ▲9.5

▲27.9 5.6 ▲14.0 ▲71.0 ▲107.3

▲28.4 ▲228.8 ▲45.1 ▲162.2 ▲464.5

▲7.7 27.5 1.4 7.6 28.8

純利益 EAT

EBITDA

アブラ鉱山持分法（40％相当）
Abra mine equity method(40%）
その他
Others

電子部材・機能材料
Electric Components & Materials

その他 Others

調整額 Reconciliation

売上高 Revenues

営業利益 Operating profits

経常利益
EBT before
extraordinary

製錬 Smelting

在庫評価損益
FIFO effects

上記以外
TC and others

環境・リサイクル
Environment & Recycling

資源
Mineral
Resource

計 Total



(1) 市況推移（Metal price and F/X）
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1. 収支の状況（Profits and Losses）
Ⅲ. 2023年度決算前期比較（FY2023 vs. FY2022）
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(2) 前期比較(市況・生産量)（Comparison for market and production）
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＊ CBH社持分相当量（40%）
40％ equity method

1. 収支の状況（Profits and Losses）
Ⅲ. 2023年度決算前期比較（FY2023 vs. FY2022）

FY2022 FY2023 差（実額）
diff (actual)

差（%）
diff (%)

亜鉛 Zn(US＄/t) 3,332 2,479 ▲853 ▲26

鉛 Pb(US＄/t) 2,105 2,121 16 1

銀 Ag(US＄/toz) 21.4 23.6 2.2 10

円/米＄
JPY/US＄

135.5 144.6 9.2 7

米＄/豪＄
US＄/A＄

0.694 0.665 ▲0.030 ▲4

亜鉛製品(千t)
Zn finished goods (thousand t)

80.9 78.7 ▲2.2 ▲3

鉛製品(千t)
Pb finished goods (thousand t)

78.1 70.8 ▲7.3 ▲9

電気銀(t)
Ag fnished goods (t)

372 282 ▲90 ▲24

粗鉱処理量(千t)
Ore throughput (thousand t)

420 382 ▲39 ▲9

亜鉛精鉱生産量(千dmt)
Zn concentrates (thousand dmt)

33.7 27.1 ▲6.7 ▲20

鉛精鉱生産量(千dmt)
Pb concentrates (thousand dmt)

17.1 11.9 ▲5.3 ▲31

粗鉱処理量(千t)
Ore throughput (thousand t)

－ 387 387 －

鉛精鉱生産量(千dmt)
Pb concentrates (thousand dmt)

－ 24.7 24.7 －

市況
Metal price and F/X

製錬セグメント
主要製品生産量
Smelting
production

資源セグメント
CBH社ラスプ(1-12月)
Mineral Resource
CBH-Rasp(Jan.-Dec.)

資源セグメント *
CBH社アブラ(1-12月)
Mineral Resource *
CBH-Abra(Jan.-Dec.)



単位︓億円
unit : 100 million yen

16

(3) 前期比較(収支)（Comparison for P/L）

Ⅲ. 2023年度決算前期比較（FY2023 vs. FY2022）
1. 収支の状況（Profits and Losses）

FY2022 FY2023 差（実額）
diff (actual)

1,458 1,308 ▲150

40.5 ▲6.9 ▲47.4

29.0 19.6 ▲9.4

▲14.0 ▲4.7 9.3

亜鉛　Zn-related ▲9.5 ▲16.6 ▲7.0

鉛　　Pb-related 52.6 40.9 ▲11.7

14.7 6.2 ▲8.5

▲16.1 ▲131.8 ▲115.7

▲3.0 ▲97.2 ▲94.2

▲13.0 ▲34.6 ▲21.5

7.6 1.9 ▲5.6

7.8 6.3 ▲1.5

▲11.6 ▲9.5 2.2

31.4 ▲107.3 ▲138.7

7.9 ▲464.5 ▲472.5

84.3 28.8 ▲55.5EBITDA

売上高 Revenues

営業利益 Operating profits

経常利益
EBT before
extraordinary

製錬 Smelting

在庫評価損益
FIFO effects

上記以外
TC and others

資源
Mineral
Resource

アブラ鉱山持分法（40％相当）
Abra mine equity method(40%）
その他
Others

環境・リサイクル
Environment & Recycling

電子部材・機能材料
Electric Components & Materials

その他 Others

調整額 Reconciliation

計 Total

純利益 EAT
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(3) 前期比較(収支)（Comparison for P/L）

Ⅲ. 2023年度決算前期比較（FY2023 vs. FY2022）
1. 収支の状況（Profits and Losses）

国内経常利益
Domestic profits ▲23

海外経常利益(資源セグメント)
Overseas profits ▲116

* うち、Rasp減損▲215、Abra関連損▲88、中国関係会社関連損▲26
** うち、Abra株式の減損▲66

単位︓億円
unit : 100 million yen



単位︓億円
unit : 100 million yen
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2. 財務の状況（Financial Position）
(1) 貸借対照表（資産の部）（Balance Sheet – Assets）

2023年3月末 実績
End of Mar/2023

2024年3月末 実績
End of Mar/2024

差(実額)
diff (actual)

95 134 39

171 163 ▲8

475 387 ▲87

26 40 15

766 725 ▲41

有形固定資産  PP&E 361 310 ▲51

内CBH社関係  CBH-related 67 13 ▲53

(豪＄百万表示) (A＄million) (75) (14) (▲61)

無形固定資産  Mining rights and other intangibles 142 13 ▲129

内CBH社関係  CBH-related 141 12 ▲130

(豪＄百万表示) (A＄million) (158) (12) (▲146)

投資その他  Investments and others 161 37 ▲124

内Abra持分法出資  Abra equity method 90 0 ▲90

(豪＄百万表示) (A＄million) (100) (0) (▲100)

664 360 ▲304

1,430 1,084 ▲346資産 合計  Total assets

計  Total current assets

固定資産
PP&E, investments and
others

計  Total fixed assets

現金･預金  Cash and cash equivalents

受取手形･売掛金  Receivables

たな卸資産  Inventories

その他  Others

流動資産
Current assets

Ⅲ. 2023年度決算前期比較（FY2023 vs. FY2022）
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2. 財務の状況（Financial Position）
(2) 貸借対照表（負債･純資産の部）（Balance Sheet – Liabilities and Equity）

単位︓億円
unit : 100 million yen

2023年3月末 実績
End of Mar/2023

2024年3月末 実績
End of Mar/2024

差(実額)
diff (actual)

77 70 ▲8

有利子負債  Total debts 664 758 94

CP 60 0 ▲60

短期借入金  Short-term 328 507 179

長期借入金  Long-term 275 251 ▲25

184 230 46

925 1,057 132

株主資本  Total shareholders' equity 390 ▲84 ▲475

資本金  Capital 146 146 0

資本剰余金･自己株式  Capital surplus 98 98 ▲0

利益剰余金  Retained earnings 146 ▲329 ▲475

115 111 ▲3

505 27 ▲478

1,430 1,084 ▲346負債･純資産 合計  Total liabilities and net assets

負債の部
Total liabilities

純資産の部
Net assets

支払手形･買掛金  Payables

その他負債  Others

計  Total liabilities

その他包括利益累計額  AOCI *

計  Total net assets

Ⅲ. 2023年度決算前期比較（FY2023 vs. FY2022）

＊ うち、土地再評価差額金︓86億円
Including, Revaluation reserve for land︓86(100 million yen)



20

2. 財務の状況（Financial Position）
(3) 主要財務指標の変化 (Key indicators for financial health and strength)  

FY2022 FY2023
評価

result

35.3% 2.5% 悪化↓

1.3 倍 28.0 倍 悪化↓

7.9 倍 26.3 倍 悪化↓

2.5% ▲0.5% 悪化↓

1.6% ▲174.6% 悪化↓
純利益/売上高 EAT/revenues 0.5% ▲35.5% 悪化↓
売上高/総資産 Revenues/TA(turnover) 1.0 回転 1.0 回転 横ばい→
総資産/自己資本 TA/Total net assets(times) 3.0 倍 4.7 倍 上昇increased

ROE（自己資本利益率）

ROIC（投下資本利益率）

自己資本比率
Total shareholders' equity/TA

D/EBITDAレシオ
Debt to EBITDA ratio(times)

D/Eレシオ
Debt Equity ratio(times)

Ⅲ. 2023年度決算前期比較（FY2023 vs. FY2022）
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2. 財務の状況（Financial Position）
(4) セグメント別ROICの状況 (ROICs by segments) 

FY2022 FY2023 差
diff

6.3% 4.3% ▲2.0pt

亜鉛　Zn-related ▲2.6% ▲3.8% ▲1.2pt

鉛　　Pb-related 38.7% 30.9% ▲7.8pt

14.0% 5.5% ▲8.5pt

▲2.1% ▲39.2% ▲37.1pt

4.7% 1.3% ▲3.4pt

15.9% 12.1% ▲3.8pt
その他
Others

電子部材・機能材料
Electric Components & Materials

資源
Mineral Resource

環境・リサイクル
Environment & Recycling

製錬
Smelting

Ⅲ. 2023年度決算前期比較（FY2023 vs. FY2022）
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▲50
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150
営業活動 Operating 投資活動 Investing 財務活動 Financing

単位 : 億円
unit : 100 million yen

()内はフリーＣＦ
(Free CF)     
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2. 財務の状況（Financial Position）
(5) キャッシュ・フローの推移（Cash flow）

前期
FY2022

+15(+29)

当期
FY2023

+38(▲39)

比較
Comparison

FY2022 FY2023

経常利益
EBT before extraordinary

31 ▲ 107

減価償却費
Depreciation

44 36

アブラ持分法
Abra Mine equity method

3 97

運転資本増減
Working capital

42 50

その他
Others

▲ 10 ▲ 39

営業CF
Operating CF

110 37

Ⅲ. 2023年度決算前期比較（FY2023 vs. FY2022）



 ラスプ鉱山︓市況等他律要因＋3.9億円 ⇒ 減益額▲26.0億円弱の太宗が粗鉱品位悪化によるもの。
 Rasp Mine︓Profit declined by the head grade decline.

 CBH社以外の営業利益︓決算期ずれ調整等。
 Other op. profits︓Due to the impact of the accounting period reconciliations and others.

 アブラ鉱山︓操業立上げが計画より遅延、粗鉱処理量と品位が計画比低下したことに加え、任意管理手続
（Voluntary Administration）開始を受けて、株式の減損を計上したことによる。

 Abra Mine︓The delay in lifting up operations, along with a decrease in both the volume and head grade of 
ore processed compared to the plan, and the initiation of Voluntary Administration resulted in the 
recognition of impairment of Abra share.

単位︓億円
unit︓100 million yen
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3. 資源セグメントの状況（Mineral Resource segment）

FY2022 FY2023
差
diff

▲6.2 ▲33.2 ▲27.0

2.5 ▲23.5 ▲26.0

▲8.7 ▲9.6 ▲0.9

▲7.3 ▲2.2 5.1

営業外損益　Other profits ▲2.6 ▲96.5 ▲93.8

▲3.0 ▲97.2 ▲94.2

鉱山事業　Mining ▲1.2 ▲23.2 ▲22.0

金融収支その他　Funding and others ▲1.9 ▲8.0 ▲6.2

株式減損部分　Impairment of share 0.0 ▲66.1 ▲66.1

0.4 0.8 0.4

▲16.1 ▲131.8 ▲115.7

CBH社営業利益　CBH op. profits

アブラ鉱山持分法（40％相当）
Abra Mine equity method (40%)

資源SEG利益  Mining SEG P/L

その他　Others

ラスプ鉱山　 Rasp Mine

子会社その他　Other CBH op.profits

CBH社以外の営業利益　Other op.profits

Ⅲ. 2023年度決算前期比較（FY2023 vs. FY2022）
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1. 市況・生産量（Market and production）
Ⅳ. 第12次中期3ヵ年計画実績（Actual against the 12th 3-year strategic plan）

設備投資額及びAbra投融資額（CAPEX and investments into Abra Mine）

＊ CBH社持分相当量（40%） 40％ equity method

中計
3-year plan

実績
actual

差
diff

中計
3-year plan

実績
actual

差
diff

中計
3-year plan

実績
actual

差
diff

国内(億円) Japan(100million yen) 25 19 ▲6 34 25 ▲9 32 28 ▲4

CBH(百万豪$) Australia excl. Abra(A$ million) 34 32 ▲2 38 40 2 33 42 9

Abra(百万豪$) Abra(A$ million) 40 40 0 - 14 14 - - 0

FY2021 FY2022 FY2023

中計
3-year plan

実績
actual

差
diff

中計
3-year plan

実績
actual

差
diff

中計
3-year plan

実績
actual

差
diff

亜鉛 Zn(US＄/t) 2,600 3,254 654 2,600 3,332 732 2,600 2,479 ▲121

鉛 Pb(US＄/t) 2,000 2,283 283 2,000 2,105 105 2,000 2,121 121

銀 Ag(US＄/toz) 24.0 24.6 0.6 24.0 21.4 ▲2.6 24.0 23.6 ▲0.4

円/米＄
JPY/US＄ 105.0 112.4 7.4 105.0 135.5 30.5 105.0 144.6 39.6

米＄/豪＄
US＄/A＄

0.767 0.749 ▲0.018 0.767 0.694 ▲0.073 0.767 0.665 ▲0.102

亜鉛製品(千t)
Zn finished goods (thousand t)

85.0 93.0 8.0 85.0 80.9 ▲4.1 85.0 78.7 ▲6.3

鉛製品(千t)
Pb finished goods (thousand t)

90.0 84.7 ▲5.3 93.0 78.2 ▲14.9 95.0 70.8 ▲24.2

電気銀(t)
Ag fnished goods (t) 350 310 ▲40 350 372 22 350 282 ▲68

粗鉱処理量(千t)
Ore throughput (thousand t)

452 444 ▲8 451 420 ▲31 403 382 ▲21

亜鉛精鉱生産量(千dmt)
Zn concentrates (thousand dmt)

46.3 43.5 ▲2.8 45.8 33.7 ▲12.0 45.7 27.1 ▲18.6

鉛精鉱生産量(千dmt)
Pb concentrates (thousand dmt)

20.9 22.5 1.6 19.3 17.1 ▲2.2 22.8 11.9 ▲10.9

粗鉱処理量(千t)
Ore throughput (thousand t)

－ － － 133 0 ▲133 361 387 26

鉛精鉱生産量(千dmt)
Pb concentrates (thousand dmt)

－ － － 10.6 0.0 ▲10.6 34.4 24.7 ▲9.7

FY2023

市況
Metal price and F/X

製錬セグメント
主要製品生産量
Smelting
production

資源セグメント
CBH社ラスプ(1-12月)
Mineral Resource
CBH-Rasp(Jan.-Dec.)

資源セグメント *
CBH社アブラ(1-12月)
Mineral Resource *
CBH-Abra(Jan.-Dec.)

FY2021 FY2022



単位︓億円
unit︓100 million yen
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2. 収支の状況（Profits and Losses）
Ⅳ. 第12次中期3ヵ年計画実績（Actual against the 12th 3-year strategic plan）

 売上高については金属相場が2022年上期をピークとして前提相場よりも高値で推移したこと、円安が進行
したことから販売価格が上昇し中計期間累計で728億円増収となりました。

 Cumulative revenue exceeded by ¥72.8 billion compare to the 12th 3-year plan due to actual higher metal 
price and weaker JPY/USD foreign exchange rate than the plan.

 営業利益は資源SEGでラスプ鉱山の高品位帯の採掘開始による増益を計画していましたが、高品位帯採掘が
開始できず19億円減益となりました。さらに経常利益では2023年度から操業を開始したAbra鉱山の持分損
失が加わり118億円減益となりました。

 Cumulative operating profit fell by ¥1.9 billion compared to the plan due to lower than planned profits from 
Mineral Resources segment. Also EBIT before extraordinary was behind the plan by ¥11.8 billion due to 
losses from Abra.

 当期純利益は2023年度のAbra鉱山の損失計上に加えて、低PBRの改善をすべく、ラスプ鉱山の閉山と減損、
非連結中国拠点のリストラ損等、不採算海外事業の整理を進めたことにより489億円の減益となりました。

 Cumulative EAT was also below the plan by ¥48.9 billion which was mainly incurred by the losses in Abra, 
losses related to the decision to close Rasp mine and restructuring losses related business in China.

中計
3-year plan

実績
actual

差額
diff

中計
3-year plan

実績
actual

差額
diff

中計
3-year plan

実績
actual

差額
diff

売上高 Revenues 1,080 1,243 163 1,080 1,458 378 1,120 1,308 188 728

営業利益 Operating profits 54.0 105.1 51.1 42.0 40.5 ▲1.5 62.0 ▲6.9 ▲68.9 ▲19.3

経常利益 EBT before extraordinary 45.0 93.5 48.5 28.0 31.4 3.4 63.0 ▲107.3 ▲170.3 ▲118.4

純利益 EAT 36.0 79.2 43.2 21.0 7.9 ▲13.1 55.0 ▲464.5 ▲519.5 ▲489.4

FY2021 FY2022 FY2023
差額累計
cum. diff
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3. キャッシュ・フロー及び主要財務指標（CF and key financial indicators）
Ⅳ. 第12次中期3ヵ年計画実績（Actual against the 12th 3-year strategic plan）

中計
3-year plan

実績
actual

差額
diff

中計
3-year plan

実績
actual

差額
diff

中計
3-year plan

実績
actual

差額
diff

①
営業ＣＦ(億円)
Operating CF (100million yen)

90 ▲ 52 ▲ 142 63 110 47 90 37 ▲ 53

②
投資ＣＦ(億円)
Investing CF (100million yen)

▲ 82 ▲ 84 ▲ 2 ▲ 62 ▲ 81 ▲ 19 ▲ 58 ▲ 76 ▲ 19

①－②
フリーＣＦ(億円)
Free CF (100million yen)

9 ▲ 136 ▲ 145 1 29 28 33 ▲ 39 ▲ 71

③
有利子負債(億円)
Debts outstanding (100million yen)

507 664 158 503 664 161 477 758 281

④
現預金残高(億円)
Cash outstanding (100million yen)

70 79 9 60 95 35 60 134 74

⑤
純資産(億円)
Net assets (100million yen)

444 460 16 458 505 47 506 27 ▲ 479

⑥
総資産(億円)
Total assets (100million yen)

1,173 1,458 285 1,184 1,430 246 1,206 1,084 ▲ 122

⑤÷⑥
自己資本比率(%)
Capital ratio

37.8 31.5 ▲ 6.3 38.7 35.3 ▲ 3.4 42.0 2.5 ▲ 39.5

③÷⑤
D/Eレシオ
Debt Equity ratio (times)

1.14 1.45 0.31 1.10 1.31 0.21 0.94 28.01 27.07

(③－④)÷⑤
net D/Eレシオ
Net Debt Equity ratio (times)

0.98 1.27 0.29 0.97 1.13 0.16 0.82 23.06 22.24

FY2021 FY2022 FY2023


